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Abstract
‘‘助放"ko-ご〃〃α”-e''and@6Kqc/70-z〃ノ/qdb-e''arepicturespaintedonwoodendoors・Thefbrmer、
heldbyJoshmitemple,isapaintingoftwotigersinabamboofbrest.Thelatter,heldbyKogaIUitemple,
isapaintingofflowersandbirds.Theseareparticularlyimportantworksamongthepaintingsmadein
KanazawacityinthefirsthalfoftheEdoEra.
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I.はじめに
石川県金沢市の寺町寺院群と呼ばれる地域には，
藩政期に浄土真宗以外の寺院が招集され，寺院密集
地帯が形成された。またこのような背景から，近世
には加越能の諸地域より書画工芸が集積され，現在
も多くの文化財が寺院に所蔵されている｡本稿では，
同寺院群に属する承証寺および高岸寺の所蔵にかか
る板戸絵を紹介する。
Ⅱ承証寺
本隆山承証寺は，天正17(1589)年に加賀を領有
した前田家の家臣である服部佐渡守が前田利家より
寺領を与えられ，金沢市尾張町に創建された法華宗
寺院である。のちに古寺町へ移り，さらに元和2
(1616)年ころに現在の場所に移転したという。
承証寺所蔵の板戸（図版l～4）は，もともと同寺
の本堂入口に配置されていたが，現在は外されて保
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本板戸絵は，金沢宗達会倉|位50周年を記念した石
川県立美術館「俵屋宗達」展の下調査のなかで「宗
達晩年の作」として発見された。特に，萩兎図は文
化庁ほかに文蔵される俵屋宗達筆「西行物語絵巻」
の｢図案にひじょうに類似しているのでおもしろい｣，
竹虎図は「兎の図と同様柔らかな線を自由につかっ
た宗達独特の豊かさをもった筆法の絵」とされ，本
板戸の制作者が俵屋宗達に比定されている。
とはいえ，本図に描かれた虎は，比較的大振りな
頭部と桁円形の両眼，連続した点をつなげたような
太い墨線で描かれた胴部の模様，指の1本1本を黒く
表現した脚先などに特徴がある◎ファインバーグ・
コレクションの俵屋宗達筆｢虎図」（図4)をみると，
頭部が大振りである点は共通するものの，輪郭を睾
隈によってあらわし，眼は少し吊り上がったかたち
をしている。また輪郭線を用いずに墨の濃淡のみで
表現さｵした胴部には，緩やかに伸びた墨線で縞模様
が入れられており，脚先は輪郭線のみで描かれてい
る。その他，ヒゲや耳の描かれ方をみても，紙本と
板戸という違いはあるものの，随所に画風のちがい
があらオ)れていることは否めない。さらに，後継者
である怯屋宗雪の東京国立博物館蔵「龍虎図屏風」
（図5）と比較してみると，やはり宗達の虎図と同じ
特徴をもっていて,これも本図との相違点が日立つα
加えて，石川県立美術館所蔵の俵屋宗雪筆「萩に
兎図」（|判6，7）と比較しても，長い耳や〔ﾘ状のやや
誇張さｵした口元をもつ兎の特徴が宗雪のものとは異
なる。今のところ，作者を俵屋宗達または宗雪に比
定することは難しく，その周辺の工房で制作された
と考えておきたい｡
Ⅲ，高岸寺
同じく寺町の一角に所在する妙栄山高岸寺は，加
賀藩前田家家臣の高畠定吉が菩提寺として鶴来町に
創建した日蓮宗寺院である。数度の移転を経て，寛
永13(1636)年に現所在地にいたるという。
同寺の本堂内陣右脇に配置されている板戸(図版5
～8）は，菱形の引手が取り付けられた175×115cm
の4枚‘)引戸で,それぞれの板戸の下部には1Ocmほ
ど継ぎ足されている2016年6月2日に調査を実施し，
執筆者‘)ほか，金沢大学大学院の大塚有将，石垣孝
芳,|Ⅱ添良太および同大学人文学類4年の横川七海が
参加した。撮影は吉岡由哲が行った。
これらは，対となる2枚を併せて1つの画面を構成
し，4つの画題の連作となっている。
すなわち,①内陣向かって手前2枚の内側は獅子図
で，右面上部には岩にのしかかる巨大な獅子の前半
身，下部には岩，左面上部に後半身と尾下部に踏
み卜げた後脚が描かれる（｢獅子図｣)，②その裏血2
枚には，水辺の背景に鴛鴦と雁が描かれ，右面につ
がいの鴛鴦，左面に滑空する雁を描く（｢花烏図｣)，
③内陣から向かって奥の内側の2枚には,左上方から
流れ落ちる瀧を描き，その下方に山帰来らしき植物
が伸びている‘右上部に岩に乗り左方を向く兎，卜
方には岩陰に鱒る兎,左方を向く兎という3羽の兎が
配される（｢瀧兎図｣)，④その裏面の2枚では，右下
に上方へ伸びる芭蕉の葉と，その草陰に立つ雄鶏と
維左には雌鶏と2羽の雛が描かれている（｢芭蕉群
鶏図｣)”
ちなみに，鴛鴦が描かれる面の上部右端には漢数
字の「二｣，同様に雌鶏が描かれた面の上部右端には
漢数字の「三」が薄く墨書されている。板戸の配置
lll頁を示すメモ書きかとも考えられるが不明である。
これら高岸寺の板戸は，もともと金沢市高雄で農
家を営んでいた中山久左衛門家にあったが，昭和の
中頃に宅地開発のために高岸寺に移されてきた。中
山家は，高岸寺の先代住職の実家にあたり，今も個
人宅に同様の板戸が数枚残るともいわれるが未詳で
ある。
先行研究では，兎の描写が長崎派に類似するとの
指摘もあるが（図8)，左右2面に納まらない獅子図か
らは,狩野派の作風も感じられる｡胡粉や緑青を使っ
て草木を描くが，雄鶏の背景に伸びる樹木などに，
漆絵を用いている点が特徴的である。また，獅子や
兎が乗る岩のほか，鶏の背景となる丘の描写は狩野
派などにも見られる抽象化された表現であるのに対
し，動物や草花については，その種類が特定できる
ほどに写実的であり（図9,10),細密な図を持つ絵
手本や，あらかじめ実物をもとにした素描を用意し
た上で制作されたと推測される。こうした写実'|生重
視の傾向が江戸後期より顕著になることを踏まえて，
制作年代は18世紀頃としておきたい。
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ち式赤外線ライトを併用した。
②板戸絵の描画面上下それぞれの全図を4分割撮
影した。また①で検出された墨書や輪郭線につ
いて，クローズアップ撮影を行った。いずれも
均一な光量を確保するため，パネル型赤外線
LEDライトを製作し，使用した｡
手持ち式赤外線ライト，およびパネル型赤外線
LEDは,一般的に販売されている波長850nm,940nm
の赤外線LEDのうち,テスト撮影で比較試験を行い，
より墨書が判読しやすい940nmを使用した。また製
作したパネル型赤外線LEDは,LEDを縦8個，横7個
の計56個を等間隔に配置し,対象物から2mの距離で，
縦2m,横1mの範囲を均一に照射できることを確認
した｡全図･拡大図の撮影では,カメラの対角線上，
左右上下に計4台を均等に設置しライティングを
行った。
さらに，赤外線撮影では可視光と比べピント位置
が異なるため，撮影に際しては，板戸を垂直にした
上で，上。ン卜を調整・確認しなければならない。ま
た重量物である板戸は撮影中の転倒も考えられるた
め，安全確保の観点からも，板戸を固定する必要が
あった。そこで，舞台・イベント現場で使用される
平台を使用して縦横180cmの木製壁面を仮設し，そ
こに板戸をはめ込み固定できる外枠を取り付けた。
いずれも板戸設置の際には，枠や壁面との間に保護
材を挾み込んだ上で，水平・垂直を測定し，固定し
た。
可視光撮影では，蛍光灯タイプのパネルライトを
使用し,全図のほか,植物や動物などのクローズアッ
プ撮影を行った。
撮影データについては,高解像度画像を得るため，
RAWデータで全図を分割撮影したのち合成処理を
行った。
V.まとめ
本稿では，まず承証寺の板戸絵について，可視光
撮影に加え，赤外線撮影の成果をもとにして考察し
てきた｡これまでにも注目される機会の多かった｢萩
兎図」については，萩の描かれ方に琳派の画風を思
わせるものの，誇張された兎の表現に本作の特徴が
表れており，「竹虎図」については，宗達・宗雪が描
く虎図のいずれにもあてはまらない描かれ方をして
おり，それらの点をふまえれば，本板戸絵は17世紀
の早い段階で宗達工房周辺の絵師によって描かれた
と考えられよう。
とりわけ「竹虎図」に注目すれば,16世紀以降の
城郭や寺院方丈に置かれた虎図の系譜に連なるもの
であり，外界から寺院内部を守護するべく本堂入口
に配された虎図としては，殊に早い時期の作品に位
置づけられる。
次に，高岸寺の板戸絵を検討していった結果，瀧
や岩などの表現は抽象的であり，獅子の表現は狩野
派の画風を踏襄するものとみられる。しかし一方で，
群鶏や鴛鴦，芭蕉や山帰来などの花鳥は，非常に具
象的な描かれ方をしている。こうした特徴は，写実
性重視の傾向が強まる江戸後期の風を思わせ，本板
戸絵の制作は18世紀と推定されよう。
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